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関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
２
月
22
日
・
23
日

の
両
日
、
関
東
森
林
管
理
局
大
会
議
室
に
お
い

て
、
第
63
回
目
と
な
る
森
林
・
林
業
技
術
等
交

流
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
発
表
会
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の

成
長
産
業
化
に
貢
献
す
る
取
組
の
一
つ
と
し
て
、

管
内
の
各
県
に
所
在
す
る
様
々
な
林
業
関
係
機

関
の
取
組
に
よ
り
得
ら
れ
た
技
術
の
成
果
や
調

査
・
研
究
に
基
づ
く
知
見
等
を
多
く
の
関
係
者

が
共
有
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
成
果
や
実

績
を
広
く
普
及
し
て
い
く
た
め
、
毎
年
開
催
し

て
い
る
も
の
で
す
。

【
発
表
課
題

】

今
年
も
国
有
林
職
員
の
ほ
か
、
県
や
研
究
機

関
の
職
員
、
林
業
を
学
ぶ
大
学
生
・
高
校
生
な

ど
、
多
く
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
頂
き
ま
し
た
。

発
表
課
題
は
、
低
コ
ス
ト
造
林
に
関
係
す
る

課
題
（
下
刈
作
業
の
省
力
化
、
一
貫
作
業
シ
ス

テ
ム
等
）
、
カ
ラ
マ
ツ
さ
し
木
増
殖
技
術
の
開

発
、
シ
カ
に
関
す
る
課
題
（
防
護
柵
設
置
や
捕

獲
方
法
等
）
、
外
来
植
物
駆
除
や
希
少
植
物
の

保
全
の
取
組
、
郷
土
文
化
を
守
る
た
め
の
取
組
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
力
に
よ
る
取
組
、
海
岸
防
災
林

に
関
す
る
取
組
な
ど
、
様
々
な
分
野
か
ら
24
課

題
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

【
特
別
講
演

】

２
日
目
の
午
後
に
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人

森
林
研
究
・
整
備
機
構
森
林
総
合
研
究
所
鳥
獣

生
態
研
究
室
の
飯
島
主
任
研
究
究
員
に
よ
る

「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す
た
め
の

管
理
の
あ
り
方
」
と
題
し
た
特
別
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
シ
カ
捕
獲
の
技
術
開
発
の
現
状
や
、

里
山
の
牧
草
地
を
減
ら
し
シ
カ
の
餌
場
を
減
少

さ
せ
る
取
組
の
紹
介
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
、
来

場
者
か
ら
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
シ
カ
被
害
対

策
へ
の
関
心
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

【
審
査
結
果
】

審
査
は
、
４
名
の
外
部
有
識
者
に
お
願
い
を

し
、
審
査
の
結
果
、
１
課
題
が
最
優
秀
賞
を
、

８
課
題
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
審
査
後

の
講
評
の
中
で
、
吉
永
審
査
員
長
（
多
摩
森
林

科
学
園
園
長
）
か
ら
、
「
ど
の
発
表
も
内
容
が

濃
く
、
と
て
も
良
い
発
表
だ
っ
た
。
何
よ
り
嬉

し
か
っ
た
の
は
、
若
手
職
員
か
ら
の
発
表
が
多

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
優
秀
課
題
の
選
定
に
あ

た
っ
て
は
、
点
数
が
拮
抗
し
た
た
め
審
査
員
一

同
、
大
変
苦
労
し
た
。
」
と
高
い
評
価
を
頂
き

ま
し
た
。

な
お
、
最
優
秀
賞
１
課
題
及
び
優
秀
賞
３
課

題
に
つ
い
て
は
、
林
野
庁
で
開
催
さ
れ
る
「
国

有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表
会
」
で
発
表
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
森
林
・
林
業
技
術
等
交
流
発
表
会
を
開
催

森
林
整
備
部

技
術
普
及
課

大盛況の会場

大子清流高校の発表者

質問に回答する発表者

（左）下越森林管理署 （右）天竜高校

審査員の方々



【
最
優
秀
賞
受
賞
課
題
】

☆
「
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た
取
組
に
つ

い
て
～
若
手
職
員
に
よ
る
下
刈
作
業
を
省
力
化

し
た
造
林
地
の
検
証
」

福
島
森
林
管
理
署
白
河
支
署

根
本

翼

さ
ん

吉
澤

竜
耶

さ
ん

【
優
秀
賞
受
賞
課
題
】

☆
事
業
化
に
向
け
た
カ
ラ
マ
ツ
さ
し
木
増
殖
技

術
の
開
発

群
馬
県
林
業
試
験
場

中
村

博
一

さ
ん

☆
「
シ
カ
防
護
柵
の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た
一

考
察
」
～
斜
め
張
り
と
ブ
ロ
ッ
ク
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
の
活
用
～

東
京
神
奈
川
森
林
管
理
署

堀
口

剛

さ
ん

☆
森
の
再
生
～
皮
む
き
間
伐
と
修
羅
出
し
～

静
岡
県
立
天
竜
高
等
学
校

鈴
木

崇
元

さ
ん

白
川

士

さ
ん

☆
小
笠
原
世
界
自
然
遺
産
地
域
に
お
け
る
外
来

植
物
駆
除
後
の
天
然
更
新
補
助
作
業
の
取
組

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

梶
井

昌
克

さ
ん

（
一
社
）
日
本
森
林
技
術
協
会

村
尾

未
奈

さ
ん

☆
平
成
29
年
度
「
鬼
太
鼓
の
森
」
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
取
組

下
越
森
林
管
理
署

江
川

未
来

さ
ん

中
島

千
嘉

さ
ん

☆
大
江
湿
原
に
お
け
る
シ
カ
対
策
―
地
元
有
志

に
よ
る
防
鹿
柵
延
長
の
取
組
―

会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署

福
島

大
樹

さ
ん

☆
会
津
流
域
に
お
け
る
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の

導
入
結
果

会
津
森
林
管
理
署

小
澤

一
輝

さ
ん

☆
茨
城
県
・
大
子
の
地
で
学
ん
だ
森
林
セ
ラ
ピ
ー

の
可
能
性
に
つ
い
て

茨
城
県
立
大
子
清
流
高
等
学
校

田
邊

龍
成

さ
ん

【
結
び
に

】

今
回
の
発
表
会
に
は
、
林
業
事
業
体
や
民
間

企
業
の
方
々
、
県
や
市
町
村
、
学
校
関
係
者
な

ど
、
２
日
間
で
延
べ
４
０
０
人
の
方
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

今
後
も
、
本
発
表
会
を
通
じ
、
新
た
な
技
術

や
研
究
成
果
の
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（３）平成３０年３月２９日 関 東 森 林 管 理 局 第１６５号

今
月
の
表
紙

妙
高
山
麓
に
春
の
訪
れ

深
田
久
弥
氏
が
「
日
本
百
名
山
」
の
中
で
、

均
整
の
と
れ
た
山
容
の
気
品
と
の
び
や
か
な

裾
野
の
雄
大
さ
を
賞
賛
し
た
妙
高
山
は
、
上

越
森
林
管
理
署
が
管
理
す
る
国
有
林
で
す
。

春
先
に
は
農
耕
の
開
始
を
里
に
知
ら
せ
る

雪
形
（
ゆ
き
か
た
）
「
跳
ね
馬
」
が
現
れ
、

地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

妙
高
山
を
中
心
と
し
た
山
々
で
は
近
年
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
域
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る

の
で
は
と
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
越
森
林
管
理
署
で
は
、
シ
カ
生
息
域
や

密
度
の
変
化
を
把
握
す
る
た
め
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
継
続
し
て
い
る
ほ
か
、
シ
カ
の
捕
獲

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
、
国
民
共
通
の
財
産
で
あ
る
国

有
林
の
適
切
な
管
理
経
営
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

福島森林管理署白河支署

（左）吉澤さん （右）根本さん

受賞者記念撮影

写真提供：妙高市

雪形「跳ね馬」
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１
．
保
護
林
制
度
に
つ
い
て

「
保
護
林
」
は
、
原
生
的
な
天
然
林
な
ど
を

保
護･

管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
生
態
系

か
ら
な
る
自
然
環
境
の
維
持
、
野
生
生
物
の
保

護
、
遺
伝
資
源
の
保
護
、
森
林
施
業
・
管
理
技

術
の
発
展
、
学
術
の
研
究
等
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
国
有
林
野
で
す
。

国
有
林
野
事
業
で
は
、
大
正
4
年
に
保
護
林

制
度
を
発
足
さ
せ
て
以
降
、
保
護
林
の
設
定
を

積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
世
界
自
然
遺
産

な
ど
の
価
値
を
守
る
た
め
、
国
際
基
準
に
沿
っ

て
「
森
林
生
態
系
保
護
地
域
」
を
設
定
す
る
な

ど
、
時
代
の
要
請
に
合
わ
せ
な
が
ら
保
護
林
の

適
切
な
保
護
・
管
理
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

保
護
林
は
、
平
成
元
年
か
ら
、
森
林
生
態
系

保
護
地
域
な
ど
７
つ
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
保
護
地
域
に
関
す
る
科
学
的
知
見
の
蓄
積

や
、
管
理
手
法
の
進
歩
を
踏
ま
え
、
森
林
生
態

系
や
個
体
群
の
持
続
性
に
着
目
し
た
分
か
り
や

す
く
効
果
的
な
保
護
林
区
分
の
導
入
等
を
図
る

こ
と
と
な
り
、
平
成
27
年
度
に
保
護
林
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
な
保
護
林
制
度
で
は
、
保
護
林
の
区
分

は
、
①
森
林
生
態
系
保
護
地
域
、
②
生
物
群
集

保
護
林
、
③
希
少
個
体
群
保
護
林
の
３
区
分
と

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
林
の
設
定
目
的
に
応

じ
た
保
護
・
管
理
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。①

森
林
生
態
系
保
護
地
域

我
が
国
の
気
候
帯
又
は
森
林
帯
を
代
表
す
る

原
生
的
な
天
然
林
を
主
体
と
し
た
、
森
林
生
態

系
と
し
て
ま
と
ま
り
を
持
つ
区
域
で
、
原
則
と

し
て
２
０
０
０
ha
以
上
の
区
域

②
生
物
群
集
保
護
林

自
然
状
態
が
十
分
保
存
さ
れ
た
天
然
林
を
主

体
と
し
た
、
地
域
固
有
の
生
物
群
集
が
ま
と
ま

り
を
も
っ
て
存
在
す
る
区
域
で
、
原
則
と
し
て

３
０
０
ha
以
上
の
区
域

③
希
少
個
体
群
保
護
林

希
少
化
し
て
い
る
個
体
群
や
、
遺
伝
資
源
の

保
護
を
目
的
と
す
る
個
体
群
な
ど
、
希
少
な
野

生
生
物
の
生
育
・
生
息
に
必
要
な
森
林
で
、
原

則
と
し
て
５
ha
以
上
の
区
域

２
．
関
東
森
林
管
理
局
に
お
け
る
保
護
林
の
再

編
に
つ
い
て

関
東
森
林
管
理
局
管
内
に
は
、
従
来
、
１
５

６
箇
所
、
20
万
6
千
ha
の
保
護
林
が
あ
り
ま
し

た
が
、
新
た
な
保
護
林
制
度
の
下
で
、
こ
れ
ら

の
保
護
林
を
新
た
な
３
つ
の
区
分
に
再
編
す
る

た
め
、
平
成
28
年
度
に
「
関
東
森
林
管
理
局
保

護
林
管
理
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
平
成

29
年
度
に
か
け
て
委
員
会
を
５
回
開
催
し
、
一

つ
一
つ
の
保
護
林
ご
と
に
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

森
林
生
態
系
や
個
体
群
の
持
続
性
に
着
目
し

た
新
た
な
保
護
林
区
分
に
な
じ
ま
な
い
も
の
や
、

面
積
要
件
を
満
た
さ
な
い
保
護
林
は
廃
止
す
る

こ
と
と
な
り
、
一
方
で
、
現
地
調
査
な
ど
を
行
っ

て
保
護
林
や
周
辺
地
域
の
状
況
を
確
認
し
た
結

果
、
区
域
を
拡
張
す
る
こ
と
と
な
っ
た
保
護
林

も
あ
り
ま
し
た
。

最
終
的
に
は
、
保
護
林
は
１
０
７
箇
所
、
20

万
2
千
ha
に
再
編
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
保
護
林
制
度
の
改
正
で
は
、
保
護
林

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
方
法
に
つ
い
て
も
見

直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
従
来
は
、
全
て
の
保

護
林
で
５
年
ご
と
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の

間
隔
は
、
保
護
林
の
状
況
に
応
じ
て
、
「
５
年

未
満
ご
と
」
、
「
５
年
ご
と
」
、
「
10
年
ご
と
」

の
中
か
ら
選
択
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
調

査
項
目
に
つ
い
て
も
、
保
護
林
の
設
定
目
的
に

応
じ
て
選
択
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
保
護
林
制
度
の
下
で
、
森
林
生
態
系

や
野
生
生
物
等
の
状
況
変
化
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
な
が
ら
、
保
護
林
の
適
切
な
保
護
・
管
理
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

保
護
林
の
再
編
に
つ
い
て

計
画
保
全
部

計
画
課

保護林の見直し

○森林生態系保護地域○生物群集保護林○希少個体群保護林

飯豊山周辺：会津森林管理署、

下越森林管理署、村上支署

八丁池・皮子平：

伊豆森林管理署

瀬尻ホソバシャクナゲ：

天竜森林管理署
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小
笠
原
諸
島
に
は
、
貴
重
な
野
生
動
植
物
が

生
息
・
生
育
し
て
い
ま
す
が
、
過
去
に
移
入
等

さ
れ
た
外
来
種
が
分
布
域
を
拡
大
し
、
小
笠
原

固
有
の
生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

小
笠
原
諸
島
の
国
有
林
で
は
、
平
成
14
年
度

に
母
島
で
外
来
植
物
の
ア
カ
ギ
の
巻
き
枯
ら
し

や
伐
採
、
稚
幼
樹
の
抜
取
り
を
始
め
、
平
成
19

年
度
か
ら
は
固
有
森
林
生
態
系
の
修
復
を
目
的

と
し
て
外
来
植
物
の
駆
除
に
本
格
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
外
来
植
物
の
駆
除
に

当
た
っ
て
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
外
来
植
物

の
駆
除
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
東
京
農
業
大
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
」
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

東
京
農
業
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
は
、
「
小

笠
原
固
有
の
植
生
に
影
響
を
与
え
て
い
る
モ
ク

マ
オ
ウ
等
の
外
来
植
物
の
駆
除
等
を
行
う
こ
と

に
よ
る
小
笠
原
の
自
然
の
保
全
、
環
境
教
育
や

地
域
の
方
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
」
を
目
的
に
、

外
来
植
物
の
抜
取
り
や
伐
採
駆
除
、
駆
除
木
を

利
用
し
た
道
づ
く
り
な
ど
の
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
平
成
17
年
度
に
始
ま
り
、

平
成
19
年
度
か
ら
は
毎
年
夏
と
冬
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
旅
費
は
各
自
が
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
に

よ
り
賄
い
、
中
に
は
10
日
近
く
小
笠
原
に
滞
在

し
て
、
活
動
を
行
っ
て
く
れ
る
学
生
さ
ん
も
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
延
べ
９
０
０
名
以
上
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
は
、
環
境

省
、
東
京
都
、
小
笠
原
村
、
小
笠
原
野
生
生
物

研
究
会
、
観
光
協
会
等
の
協
力
も
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
、
遊
歩
道
沿
い
に
生
い
茂
っ

て
い
た
外
来
植
物
の
抜
取
り
や
伐
採
を
行
い
、

そ
の
結
果
、
も
と
も
と
の
植
生
が
回
復
し
た
り
、

歩
道
が
歩
き
や
す
く
な
る
な
ど
の
成
果
が
あ
ら

わ
れ
、
利
用
者
か
ら
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
（
写
真
１
、
２
、
３
）
。
ま
た
、
平
成

30
年
、
小
笠
原
諸
島
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
返
還
さ

れ
て
50
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
の
記
念
行
事

の
一
つ
、
小
笠
原
村
主
催
の
村
民
参
加
・
協
働

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
オ
ガ
グ
ワ
の
森
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
も
手
伝
い
ま
し
た
。
小
笠
原
固
有
の
樹

木
で
あ
る
オ
ガ
サ
ワ
ラ
グ
ワ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し

た
森
づ
く
り
に
参
加
す
る
こ
と
で
地
域
の
方
々

と
の
交
流
も
図
ら
れ
ま
し
た
（
写
真
４
）
。
参

加
し
た
学
生
さ
ん
か
ら
は
「
小
笠
原
で
し
か
見

ら
れ
な
い
植
物
や
動
物
を
実
際
に
見
て
学
ぶ
こ

と
、
ま
た
そ
れ
ら
固
有
種
や
自
然
を
守
る
た
め

の
活
動
に
携
わ
れ
る
こ
と
が
貴
重
な
体
験
で
、

あ
り
が
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
リ
ピ
ー

タ
ー
の
多
い
長
年
続
く
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
は
、

こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
協
力
も
い
た

だ
き
な
が
ら
、
小
笠
原
の
固
有
森
林
生
態
系
を

守
る
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

写真３ 作業を終えて

写真２ 外来植物の伐採

写真１ 外来植物の抜取り

小
笠
原
の
貴
重
な
自
然
を
後
世
に
残
す
た
め
に

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
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外
来
植
物
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～

小
笠
原
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島
森
林
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態
系
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全
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ン
タ
ー

写真４ オガグワの森の整備作業



今
年
は
、
戊
辰
１
５
０
周
年
。
大
政
奉

還
後
、
旧
幕
府
軍
と
新
政
府
軍
に
よ
る
戊

辰
戦
争
が
終
結
し
て
１
５
０
年
で
す
。
會

津
藩
の
若
松
城
（
鶴
ヶ
城
）
か
ら
米
沢
藩

に
向
か
う
途
中
、
會
津
藩
領
の
北
部
に
位

置
し
て
い
た
の
が
現
在
の
「
喜
多
方
市
」

で
、
市
の
中
心
部
に
当
森
林
事
務
所
は
あ

り
ま
す
。

喜
多
方
市
は
、
「
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
」
・

「
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
」
な
ど
で
全
国
的
に

も
有
名
で
す
。
山
間
部
の
集
落
内
に
咲
き

乱
れ
る
「
沼
の
平
の
福
寿
草
」
、
３
㎞
の

遊
歩
道
沿
い
に
美
し
く
垂
れ
下
が
る
「
し

だ
れ
桜
並
木
」
、
会
津
盆
地
を
見
下
ろ
す

小
高
い
山
に
咲
き
誇
る
「
ひ
め
さ
ゆ
り
群

生
地
」
、
雄
国
山
麓
に
広
が
る
「
そ
ば
の

花
」
、
菜
の
花
→
ヒ
マ
ワ
リ
→
コ
ス
モ
ス

が
咲
き
変
わ
る
「
三
ノ
倉
高
原
花
畑
」
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
花
め
ぐ
り
も
楽
し
め
、

年
間
を
通
し
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
花
の
名
所
は
全
て
民
有
地
に

あ
り
ま
す
が
、
当
森
林
事
務
所
が
管
理
す

る
約
１
万
４
千
ha
の
国
有
林
の
中
に
も
、

代
表
的
な
巨
樹
・
巨
木
と
し
て
林
野
庁
が

選
定
し
た
「
森
の
巨
人
た
ち
百
選
」
の
一

つ
、
幹
周
４
１
０
㎝
、
樹
高
20
ｍ
の
「
杓

子
ケ
入
メ
グ
ス
リ
ノ
キ
」
や
、
日
本
百
名

山
の
「
飯
豊
山
」
、
気
軽
に
登
れ
る
「
大

仏
山
・
黒
森
山
」
な
ど
が
あ
っ
て
、
地
域

の
観
光
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

大
仏
山
は
、
喜
多
方
市
中
心
部
か
ら
北

東
に
約
３
㎞
に
位
置
し
、
標
高
７
０
８
ｍ

で
す
。
１
時
間
ほ
ど
で
登
頂
で
き
、
山
頂

か
ら
は
会
津
盆
地
や
飯
豊
連
峰
な
ど
の
絶

景
が
一
望
で
き
ま
す
。
会
津
森
林
管
理
署

と
喜
多
方
市
は
、
平
成
12
年
度
に
大
仏
山

ふ
れ
あ
い
の
森
協
定
を
結
ん
で
い
て
、
毎

年
春
に
市
や
地
元
の
方
々
が
協
力
し
て
登

山
道
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
は
、
喜
多
方
市
・
福
島

県
会
津
農
林
事
務
所
・
林
業
事
業
体
２
者
・

会
津
森
林
管
理
署
の
５
者
で
「
喜
多
方
市

森
林
整
備
推
進
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
喜
多
方
市
全
域
の
森
林
を

対
象
区
域
と
し
て
お
り
、
特
に
楚
々
木
地

区
に
、
会
津
地
方
で
初
と
な
る
森
林
共
同

施
業
団
地
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
森
林
共
同
施
業
団
地
で
は
、
民
有

林
と
国
有
林
が
連
携
し
て
低
コ
ス
ト
で
効

率
的
な
路
網
整
備
や
間
伐
等
の
森
林
整
備

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
平

成
31
年
度
か
ら
34
年
度
ま
で
の
間
に
民
有

林
・
国
有
林
合
わ
せ
て
54
ha
の
森
林
を
整

備
す
る
計
画
で
す
。

喜
多
方
市
は
、
複
数
の
森
林
所
有
者
の

森
林
を
ま
と
め
て
一
体
的
に
整
備
す
る
施

業
団
地
化
の
モ
デ
ル
と
し
て
当
団
地
を
活

用
し
て
い
き
た
い
と
の
考
え
で
す
。
我
々

と
し
て
も
、
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
な
ど
、

新
し
い
形
の
森
林
整
備
を
進
め
、
そ
の
検

証
や
検
討
会
の
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

で
、
民
有
林
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
し
て

い
く
計
画
で
す
。
ま
た
、
当
団
地
を
通
じ
、

間
伐
の
方
法
や
搬
出
路
作
設
等
の
施
業
技

術
に
つ
い
て
、
民
有
林
と
積
極
的
に
情
報

交
換
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
近
、
当
事
務
所
管
内
で
は
、
国
有
林
・

民
有
林
を
問
わ
ず
ク
マ
に
よ
る
剥
皮
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

当
事
務
所
に
お
い
て
も
剥
皮
被
害
防
止

材
を
巻
く
な
ど
、
予
防
対
策
を
進
め
て
行

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
民
有
林
の
状
況
も
確
認
し
、
獣

害
対
策
に
つ
い
て
も
民
有
林
と
国
有
林
が

連
携
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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三ノ倉高原のヒマワリ

森林共同施業団地報告会

「森の巨人」メグスリノキ

日本百名山「飯豊山」


